
学校番号 １００１ 

平成 3１年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「高校美術２」 （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

美術Ⅰにおいて学習した美的創造力や鑑賞能力をさらに深めるためにデザイン、絵画、立体造形の

作品に取り組みます。それぞれの作品に掛ける時間を長く取り、自分の作品に対して発想から制作、

完成、鑑賞までの過程を大切に考え、良い作品ができて自分の思いが表現できる喜びを知ろう。 

 

２ 学習の到達目標 

作品の制作や鑑賞を通して生涯に渡り美術を愛好する心を育て、表現・鑑賞能力を高め、感性を豊

かにする。美術文化についての理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的技能 d:鑑賞能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、美術や美

術文化に関心を持ち、

主体的に表現や鑑賞

の創造活動に取り組

もうとする。 

感性や創造力を働か

し主題を生成し、創造

的な表現の構想を練

っている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技術を身に付け、表

現方法を工夫して表

している。 

美術や美術文化を幅

広く理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作のようす 

ワークシート 

作品 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

鑑賞レポート 

鑑賞のようす 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ デ
ザ
イ
ン 

【デザイン】【鑑賞】 

・昔からの双六をモティーフと

して、オリジナリティー溢れ

美しい双六を考え A2 パネ

ルに表現する 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:双六についての関心を深め

自ら知識や表現方法を深め

ようとしている 

b:独創的な主題を生成し、ゲー

ムとしての構成とともに美

しさを追及する 

c:多様な表現を追及し綿密な

作業をする 

d:受講生全員が作品について

の簡単なプレゼンテーション

を実施し、鑑賞能力を高める 

学習活動の

様子 

製作途中の

作品 

提出作品 

プレゼンテ

ーションの様

子 

２ 絵
画 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・等身大の友人をベニヤ板大

の和紙に白と黒の絵の具を使

用してフィンガーペインティン

グで表現する 

○  

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:課題に興味関心を持ち主体

的に制作に取り組む 

b:動きのあるモデルのポーズ

や表情を設定する 

c:明から暗への明るさの変化

やズボン・スカートとカーデ

ィガン・ベスト、カッターシ

ャツなどの質感の違い、モデ

ルの体の動きなどが生き生

きと表現する 

d:制作途中も含め互いの作品

を鑑賞し自分の作品にない表

現を知る 

学習活動の

様子 

製作途中の

作品 

提出作品 

プレゼンテ

ーションの様

子 

３ 立
体 

【絵画・彫刻】【表現】 

・メタモルフォーゼの立体表現 

○   

 

○ 

    

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:課題の意味を理解し主体的

に取り組もうとしている 

b:単に物の形が時間の経過と

ともに物理的に変化するの

ではなく、その変化に伝えた

いメッセージやユーモアが

込められている 

c:紙粘土で４以上の立体を変

化が分かるように作る 

 着色も細心の注意を払う 

d:出来上がった作品を鑑賞し

作者の意図・作品に対する思

いを理解する 

学習活動の

様子 

製作途中の

作品 

提出作品 

鑑賞レポート 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的技能          d:鑑賞能力 



   ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を

付けている。 

 

 


